
「いんとくをつむ」という　ことばを、ハルカは　おばあちゃ
んから　おしえてもらいました。
「『いんとくをつむ』っていうのはね、ひとに　しられること
なく、いい　おこないを　するって　ことだ。そうすると、
いつか　めぐりめぐって、じぶんの　もとに　かえってく
るんだから。」
それを　きいて、ハルカは　だれにも　しられないところ

で、いいことを　やりはじめました。ゴミを　ひろったり、
そうじを　したりするのです。
さいきん　やっているのは、はやく　とうこうして、みん

なの　うわぐつを　きれいに　ととのえることです。ハルカ
が　ととのえた　あとの　くつばこは、かがやいているよう
に　みえました。
あるひの　ひるやすみ、ハルカは　せんせいに　よびださ

れました。
「ハルカさん。がっこうに　くるのが　はやいでしょう。」
「はい。いえを　でるじかんを　はやく　しているので。」
「くつばこの　くつを、だれかが　いつも　ととのえてくれ
ているの。だれが　やっているのか、しらないかな？　み

ハルカは、どう　こたえるべきでしょうか。あなたの　かん
がえと　りゆうを　かきましょう。

はなしあって　かんがえたことを　かきましょう。

ねん　　　くみ　（　　　　　　　　　　　　）

んなに　しらせたいんだ。」
ハルカは、びっくりしました。せんせいに、きづかれてい

たなんて。
しょうじきに　いってしまうと、みんなに　しられてしま

うことになります。でも、うそを　つくのも　よくないし──。
ハルカは、こまって

しまいました。

くつそろえ14 よりよい学校生活、集団生活の充実　×　正直、誠実




